岡山孤児院の茶臼原農場学校での5年目の教育実践の成果(2)ある農場学校生の4月から8月の日誌分析を通して by 菊池 義昭
【Abstract】
This paper reveals realities of education and life in Chausubaru Farm School of Okayama
Orphanage by analyzing the second-year farm school student’s diary, written from April, written
from April to August of 1919, from seven points of view. The results are as follows. In his weekly
life, except that on Wednesday, he got up at six, brushing his tooth, having breakfast in the dining
room of his dormitory, going to school at eight and learning subjects.
The subjects were Japanese language, composition, English, arithmetic, history, the Bible studies,
gardening and stock farming. Since July geography and chemistry had been added to the subjects.
In the afternoon, he had lunch at noon, from one o’clock in the afternoon doing farm work and
teaching Yanagisawa’s children agricultural practice with his friend. He finished the agricultural
practice around at six in the afternoon, having dinner in the dining room, taking a bath, attending
meetings like a preparatory meeting for Sunday school, reviewing subjects, writing the diary and
went to bed.
On Wednesdays, he took agricultural practice in the morning and in June he did so for rice planting.
In August he didn’t go to school for summer vacation, but he kept farming work both in the school
farm and that of his home building.
The above facts show as follows. While he learned general education, Christianity and new
agricultural techniques in the morning, in the afternoon he experientially did the cultivation of
upland rice, rice, soybeans, eggplants and sweet potatoes, and sericulture with agricultural support,
in the dormitory. After dinner, he participated in the meetings like entertainment meetings, Sunday
school preparation meetings, youth association, student assemblies and farewell parties. Then he
made the self-government awareness based on his autonomy or subjectivity, which was a school
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岡山孤児院の茶臼原農場学校での
５年目の教育実践の成果（2）
菊 池 義 昭
Results of five-year education practice in Chausubaru Farm School of Okayama
Orphanage (2): Analysis of a farm school student's diary from April to August
―ある農場学校生の 4月から 8月の日誌分析を通して―
culture.Under Mr. Matsumoto’s guidance, he learned the importance of discipline and mutual
cooperation in collective life.
【Keywords】
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はじめに
前稿では、1919（大正８）年の５年目の茶臼原農場学校（以下農場学校）の１年生として在学し
た岡-竹（氏名の略称）の日誌を使って、同年１月から３月までを分析し、同校１学年の３学期の
教育や宿舎での生活の実態を解明し、岡-竹本人への「日常的影響」や「内面的成長」の内容の一
端を把握した１）。そこで、本稿では、岡-竹が同校２年生に進級した４月から８月までの日誌を分
析し、同校２学年の１学期の教育や宿舎での生活の実態を解明し、岡-竹本人への「日常的影響」
や「内面的成長」の内容の把握に迫って行くことにする。また、本稿で使用する岡-竹日誌を分析
する意図やその意義については前報で記したが２）、その内容に加筆と修正が必要であることが判
明したので、改めて提示すると次のようになる。
筆者は、これまで一連の岡山孤児院史研究を実施してきたが３）、その最終目標は同院での生活
や教育という養護実践を通して、その当事者である院児（貧孤児）たちが、どのように成長し、ど
んな人生を歩んだかを解明することであると認識してきた。なぜならば、石井十次院長を含む全て
の職員や関係者は、院児たちが成長し、１人の社会人としてより有意義な人生を歩むことを願って、
多様な実践を試みてきたと判断するからである。
そのため、岡山孤児院史研究の最終目標は、同院の養護実践等が、当事者である院児たちの成長
と彼らの人生にどのような影響を与えたかという成果（結果）まで立証しないと、石井院長を含め
た職員や関係者の意志（本意）に応えていない研究レベルになってしまうと判断するからである。
また、歴史研究は、過去という時間と空間によって固定された事実（事象）を分析対象とするた
め、すでにその中に結果としての成果が反映され、それ故、その結果（成果）まで追求する研究に
到達しないと、研究としての存在意義が半減するとも理解するからである。
ただし、当事者の院児たちの成長に直接影響を与えた事実を裏付ける資料は少ない。それを裏付
ける資料として最も有力なものは、教師や主婦等の職員が書き残した個々の院児に関するケース記
録や、当事者である院児自身が当時の自らの生活や教育などを書き残した日誌などであるが、その
ような資料はほとんど残っていないことが多い。幸いにも、後者の日誌が１年分だけ残っていたの
で、その日誌を使って、院児たちの成長に影響を与えた生活や教育の内容の解明し、彼らの成長も
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明らかにしてみる。
つまり、本稿では、当事者である在院児が書き残した日誌を用いて、岡山孤児院の養護実践、と
りわけ農場学校での教育実践等の具体的内容が、どのようなものであったかを解明し、その農場学
校生の成長にどう影響を与えたかという成果（結果）に迫っていくことにする。「ある在院児が書
き残した日誌」とは、『大正八年日誌 茶臼原農場学校□□□□』で、この日誌は農場学校生の岡-
竹が1919（大正８）年の１月１日から12月31日までの同学校での教育や宿舎での生活などの体験を
毎日克明に記した行動記録であった。
特に、記載形式は、起床から始まり、午前中の学科教育、午後の実習教育、晩食後の生活内容と
いう順序で書かれていた。このため、1919年の岡-竹本人の毎日の行動（生活）内容と、それに関
係する農場学校での教育実践等の実態が詳細に判明し、これまでの一連の研究では明らかにできな
かった日々（日常）の教育や生活の実態までもが理解できた。ただ、行動記録が中心であるため、
本人の考え方や感想などはあまり書かれていなかったが、これらのことを前提に、岡-竹の成長に、
農場学校の教育実践等がどう影響したかにも迫っていくことにする。つまり、日誌という資料は、
当事者自身が毎日の生活の中で印象に残った出来事を中心に記録するという特徴があり、これを言
い換えると、当事者自身の毎日の生活の中で、彼自身が意識化または認識した印象を書き残した記
録ということであり、その「意識化または認識した印象」とは彼自身の内面に影響を与えたが故に
書き残したと言えるからである。さらに付け加えれば、農場学校での教育と生活は、それそのもの
が彼の内面の成長に影響を与えていることも事実で、彼自身がそれを書き残すことにより自分の中
で再意識化できたとも理解する。
このため、岡-竹の日誌には、毎日の農場学校での教育や宿舎での生活を通して、岡-竹自身が日
常的に影響を受けた内容（日常的影響）に関する事実としての印象が書かれていると理解できる。
そのような意味で、岡-竹日誌に書かれている内容は、毎日の日常生活の行動記録が中心であった
としても当時の彼の日々の成長に日常的に影響を与えた事実を自らの手で記した資料であると言え
る。さらに、「毎日の日常生活の行動記録」であるため、当時の農場学校生が同学校において、ど
のような教育を受け、どのように生活し、どのような考え方を持つように成長したかという、1919
年当時の同校での具体的な教育内容や宿舎での生活内容などの事実も確認できる資料にもなってい
る。このため、岡-竹日誌の内容を分析すれば、同校での教育実践などの内容が、即（イコール）
彼の成長に日常的に影響を与えた内容として理解できると判断する。このため、「毎日の日常生活
の行動記録」の内容を明らかにすることで、岡-竹の成長に与えた「日常的影響」が理解できると
同時に、同校での教育実践などの内容も判明することになるのである。
さらに、岡-竹日誌には、少数かつ断片的ではあるが、彼の内面的な成長を知る、彼自身の感想、
意見、主張などの考え方が記載されているため、彼の「内面的成長」も理解できる。その意味で、
本日誌の内容は、岡-竹に与えた「日常的影響」を基本に、彼の「内面的成長」も分析でき、両者
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を組み合せれば、農場学校での教育実践等が彼の成長にどう反映したかの成果（結果）に迫ってい
くことができると理解する。
そして、このことを前提に、岡-竹日誌の内容を解明する分析課題を示すと次のようになる。岡-
竹日誌から㋐農場学校での毎日の教育と宿舎等での生活の全体像を把握し、次に㋑農場学校での具
体的な教育内容を明らかにすることで、本人への影響を理解する。㋒農場学校生の家庭舎への農業
支援などの内容を明らかにすることで、その役割と本人への影響を理解する。㋓宿舎での実際の生
活（活動）内容を明らかにすることで、本人への影響を理解する。㋔日曜日の生活や茶臼原孤児院
の行事等への関わりの内容を明らかにすることで、本人への影響を理解する。㋕同校在学生や卒業
生の殖民との協力関係を明らかにすることで、本人への影響も理解するする。そして、㋐から㋕で
明らかにした内容からみえてきた㋖本人の内面的成長に迫っていくことにする。
また、岡-竹日誌を分析する手順は、とりあえず同日誌を１ヶ月ごとに分け、各月ごとに㋐から
㋕までに関係する事実を抽出して分析することで、本人への影響が理解でき、これを踏まえて㋖の
内容に迫っていくことにする。その際前報とほぼ同様に、同日誌に書かれた１日の行動（活動）の
内容を、「起床後の内容」、「午前中の授業内容」、「午後の授業内容」、「晩食後の生活内容」に分けて、
それぞれの時間帯に実施した内容を明らかにする。そして、先の４つの事項の概要を表にまとめて
示しつつ、㋐から㋕までの分析課題の内容をまとめて行くことにする。特に、分析課題の㋐は、１ヶ
月間の「起床後の内容」から「晩食後の生活内容」までの概要からみえてくる全体像をまとめる。
㋑は、主に「午前中の授業内容」と「午後の授業内容」から学科や実習の内容を確認することで、
本人への影響を理解する。㋒は、主に「午後の授業内容」の中の家庭舎（家と略す）への農業支援
の内容を明らかにすることで、本人への影響を理解する。㋓は、主に「晩食後の生活内容」から晩
食後の活動や生活を明らかにし、本人への影響を理解する。㋔は、本人の日曜日の生活や茶臼原孤
児院の行事等を日誌から抽出してその内容を明らかにし、その影響を理解する。㋕は、本人と同校
在学生や卒業生の殖民との協力関係を明らかにすることで、その影響を理解する。
さらに、岡-竹日誌の内容を読むと、漢字等に誤記があり、かつ文章そのものも十分に理解でき
ない部分が含まれていたが、それらについては筆者の判断をまじえて解釈しながら行間も読みつつ、
㋐から㋕の事実をまとめることにする。なお、日誌の文章や漢字の誤記などの記載内容そのものも、
岡山孤児院での教育等から、岡-竹自身が直接的に影響を受けた事実の１つであることを記してお
き、個々の文章等の修正には言及しないことにする。
そして、岡-竹日誌に綴られた事実を理解するには、その背景や前提条件となる、1919年当時の
農場学校や茶臼原孤児院の動向を理解する必要があり、これも前報で記したが、先の動向を再度簡
単に述べ、かつ岡-竹の岡山孤児院への入院とその後の経歴を紹介することから始める。
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１．1919年の茶臼原孤児院と農場学校の動向
１）1919年の茶臼原孤児院の動向
1919年の茶臼原孤児院は、１月23日の臨時評議員会
で大原孫三郎理事が辞任し、大庭猛新理事の就任にと
もない、同院の運営組織も改変され、松本圭一分院主
事兼農場学校長を中心とする職員体制の整備に着手す
ることになる４）。つまり、大庭新理事が２月16日に
来岡し、20日茶臼原孤児院に来院することになるが、
２月16日の大庭新理事の来岡時に大原前理事との会談
で、今後は「院内ノ組織ヲ総務部、養育部、教育部」
の３部門に編成することにした。その後、総務部、養
育部、教育部の３部門を基本とする教職員体制の再編
成が１年間かけて実施され、表１のようになった。
そして、３月21日大原前理事は、岡山本部主事となっ
た石井院母と茶臼原孤児院分院主事となった松本圭一
を、倉敷紡績株式会社事務所社長室に呼び、柿原政一
郎の立合で今後の具体的な方針を言い渡したのであっ
た。その方針の１つは、３月１日の済美財団の申請で、
この申請により同院の財政運営と青年院児の農場学校
から殖民へ独立する養護実践システムの支援強化が担
保され、さらに４月30日に小学校の補習科を農場学校
の普通学部へと再編し、農場学校は農学部となる２部
制の変更につながったのである。そして、５月１日よ
り新体制で運営されることになり、この「新体制」で
の運営の中心は、松本分院主事と主任者会であった。
また、７月４日の主任者会では、男子の退院時期が、
病弱者や障害者を除いて、農場学校卒業と徴兵検査終
了後とし、女子は結婚を以て退院とする等を決議し、
大庭理事の承認を求めることになった。
これによって、院児の退院の時期の根拠が定められ
ることになり、１年間で109人の院児が減少すると同
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表 1 1919 年の教職員体制
時に、同院の養護実践の終了地点が明確化した。このため、同院で生活していた、家庭舎の在院児
は１月120人から12月100人に、農業見習生は143人から78人に、農学部生は56人から38人に減少し、
全体でも319人から220人に縮小した。特に、７月に68人も退院となり、その大半が農業見習生と農
学部生であり、後者はその後も減少傾向にあった。
そして、岡-竹が、午後の実習で農業支援をしていた家庭舎は柳沢家であったが、１月当時の家
庭舎は10舎で、その内訳は男子部が下村家、松尾家、佐藤家、小野家、浅田家、綾部家、旧上田家、
女子部が朝山家、柳沢家、石田家であった。その後、３月13日に浅田イワヲ主婦が退職し、18日に
は旧上田家も解散したが、４月21日に高橋てい子が来院し浅田家を引き継ぎ第一高橋家に改称し、
さらに、７月には高橋勝子が就職し綾部家を第二高橋家に変更した。このため、８月時点では男子
部６家庭舎、女子部３家庭舎の９家庭舎体制になっていた。その他に、当時の殖民は、茶臼原殖民
地に15戸、樫野第一練習農場に６戸、柳井迫第二練習農場に２戸、近隣地域に11戸の計34戸となり、
宮崎県下で結婚した者も23人いた。
このように、1919年の茶臼原孤児院は、大きな組織改編が実施され、農場学校も同校普通学部と
農学部に改編されたこと等が確認できた。そこで次に、岡-竹が在学していた1919年の農場学校の
概要をみていくことにする。
２）1919年の農場学校の改編とその概要
1919年の農場学校は、前述したように、大原孫三郎理事が辞任し、大庭猛新理事の就任にともな
う茶臼原孤児院の組織の大改編に連動し、同校普通学部と農学部に改編された５）。つまり、同院
の「大改編」の中心は、これまで茶臼原尋常小学校と農場学校が実施していた教育を一体化し、こ
れに農業見習を組み入れ、新たに独立助成課を設置し、それらをまとめ教育部に改編したことであっ
た。さらに、これは同小学校→農業見習→農場学校→練習農場→殖民として独立自活するという養
護実践システムを教育部が一貫して実施するという組織体制に改編し、その責任者を松本分院主事
に決定したものであった。この教育部の組織図（案）を示すと図１のようになる。そこで、農場学
校の改編の内容を紹介すると次のようになる。つまり、農場学校は、５月１日から茶臼原尋常小学
校の補習科を編入して普通学部とし、さらに同部の教育年限を2学年制から３学年制に拡充するこ
とにした。ただし、女子は２学年制とした。また、従来の農場学校は農学部に改称し、全体的に同
校の役割と位置付がさらに重要視されることになった。このため教職員体制も大きく変化すること
になる。そこで、普通学部と農学部の生徒の全体的動向を確認し、次に同校の教職員体制などの内
容をみていくことにする。
まず、普通学部は、５月１日に茶臼原尋常小学校尋常科６年生17人が普通学部１年生として入学
し、同補習科１年生８人が普通学部２年生に移行した。また、同補習科２年生12人は、卒業後の４
月２日と５日に新農業見習生として付近の農家に農業見習に行った。このため同部は２学年編成で
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図１ 教育部の組織図（案）
表２ 農場学校の各学年別生徒数の動向
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出発し、12月末現在は表２右上のように同１年生14人、同２年生は６人に減少したが、次年度から
３学年制を取ることになった。
農学部の方は、表２左下のように改編以前の２月５日例年通り農業見習生の中から予科生を選び、
本年は予科本科生17人と予科別科生12人の計29人が入学することになり、彼らは農業見習期間２ヶ
年から10ヶ年を経た者であった。また、５月１日から農学部に改称され、予科生は農学部１年生に、
農場学校１年生は同部２年生に進級し、さらに農場学校２年生13人のうち11人は実習期生となり10
月１日に卒業した。このため、農場学校全体は２月から４月までは事実上３学年編成、５月から９
月までは５学年編成に近く、10月から12月までが4学年編成になった。そして、12月末現在では普
通学部20人（男子13人、女子７人）、農学部38（男子）人の合計58人となった。
そして、この84人から58人の生徒を教育するための農場学校の教職員体制をみると、まず５月１
日に永田溥之小学校教師が農場学校普通学部教師として移動し、兼任を含め10人体制となり、１学
期末の学部別、教科別等の役割分担は表３のようになった。つまり、松本圭一が校長であることに
変りはなかったが、授業は担当せず、茶臼原孤児院の全体的管理（事務）と新設された済美財団の
仕事を兼務していた。上田宗一、高橋善導は普通学部と農学部の両方の教科を担当し、さらに江川
栄、大山熊太、小野田鉄彌は嘱託で両部の教科を担当し、永田のみが普通学部の教科担当であった。
また、津江市作と永友今朝次は農業実習の担当で、津江は農場及び独立助成課の事務を兼務し、永
友は体操も担当していた。そして、小野田鎮が農場学校全体の会計と事務を務め、取次部も兼務し、
斎藤新蔵は家畜係であった。また、５月１日からは、大島三郎が物品取次販売部事務員として、楠
戸赳が畜産及び農場経営部助手、宿舎世話係助手として就職し、同校の物品取次販売部、畜産経営
部、農場経営部などの充実も図られた。
以上のように、農場学校は、農場学校普通学部と農学部に拡充され、独立助成課などが明確化し
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表３ 農場学校の教職員体制と役割分担
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てきたことが確認できた。そして、このような「大改編」が実施されていく中で、岡-竹が農場学
校１年生から同校農学部２年生に進級した時期に書かれたのが、岡-竹日誌であったことになる。
つまり、岡-竹日誌は、先のような背景と前提条件の中で書かれた日誌であった。そして、岡-竹日
誌を理解するもう一方の背景と前提条件と言えるのが、岡-竹の岡山孤児院への入院と、その後農
場学校に入学するまでの経過といえ、次にその概略をみていくことにする。
３）岡-竹の入院後の経歴
岡-竹は、1906（明治39）年10月26日に岡山県邑久郡本庄村より岡山孤児院に入院し、入院時の
年齢は9歳4ヶ月であった６）。入院理由は、母親がいなく父親のみの父子家庭であったことだけが
確認できた。岡山孤児院では、たぶん同院小学校の尋常科を修了し、1908（同41）年10月まで２年
間生活し、同月14日に茶臼原孤児院に移転してきたが、その当時の年齢は11歳４ヶ月であった。そ
の後、近隣の下穂北村鳥子の宮田宇太次方に農業見習に行き、1912（同45）年２月１日（14歳８ヶ
月）の時点では同村大字三宅字赤池の矢野儀八郎方で農業見習をし、１年間の給金は米５俵であっ
た。以後1914（大正３）年４月（16歳10ヶ月）の時点では給金が米８俵になり、18歳になる1915（大
正４）年は米９俵に、19歳になる1916（同５）年には米11俵から12俵になり、1917（同６）年は米
12俵半になったが、19歳10ヶ月になる２月５日に農場学校に入学したのであった。
このように、岡-竹は、岡山孤児院に９歳４ヶ月で入院し、たぶん尋常科を修了し、11歳４ヶ月
で茶臼原孤児院に移転し、下穂北村鳥子の宮田宇太次方で農業見習を行い、1912（同45）年の14歳
８ヶ月の時に同村大字三宅字赤池の矢野儀八郎方に移り、以後19歳10ヶ月までの５年以上矢野儀八
郎方で農業見習をしていたことが分かる。このような経歴が、岡-竹日誌を理解するもう一方の背
景と前提条件であったと言える。
２．岡-竹日誌の内容と教育実践からの影響
１）4月の日誌の内容と教育実践からの影響
（１）教育と生活の全体像
４月は、岡-竹が農場学校の新２年生に進級し、４日に始業式があり１学期が始まった。
４月の岡-竹の教育と生活の動向を同日誌よりまとめると表４のようになった。朝の起床は、午
前６時で、同７時に食堂に行き朝食を食べていた。起床後小説を読み（７日）、算術の復習等の勉
強を５回ほど行っていた。また、午前８時からは学科の授業となり、水曜日は午前中から実習であっ
た。12時に昼食を食べ、午後１時から担当の柳沢家の農作業を子どもと実施し、午後６時半頃に終
了して、同７時頃晩食を食べ、日曜学校準備会他の会議などがなければ、風呂に入り勉強をし、就
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寝していた。
その他に、４月９日朝からは腹痛と下痢により同校を休み、５日間静養したが、その間は、友人
が朝食を用意してくれるなどの協力関係が確認できた。この内容は、生徒が病気になった時の対応
例を知る意味で、後述することにする。また、４月19日には、本人が農業を担当している家庭舎の
柳沢モト主婦が病気になったため、同６時に起き朝食を食べた後に柳沢家に行き、同主婦より依頼
されて妻町へ買物に行っていたが、この内容も合わせて後述する。４月27日の日曜日は、朝起きて
洗濯をしたとあり、日曜日に洗濯をしていたことが理解でき、以上が４月の岡-竹の教育と生活の
全体像であった。
（２）学科教育の内容と３学期の成績
① 午前中の学科等の内容
次に午前中の学科等の内容（表４）をみていくと次のようになり、農場学校の新2年生の学科等
の授業の内容他が理解できた。ただし、４月４日が始業式のため、４月１日から３日までは１年生
の３学期の終わりと理解でき、１日と２日の午前中は実習として馬鈴薯の植付けを１町歩実施して
いた。２日には、岡-竹を含む１年生の成績発表があったが、これは同校の学科教育の成果を知る
重要な指標であり、追加資料を加えて次項で詳しくまとめる。そして、３日は神武天皇祭で同校が
休みとなり、夜は娯楽会を開催したが、この内容も後述し、同校の行事の内容として明らかにする。
４日の始業式は、同８時から開かれ、同９時からは歴史と英語の授業であった。そして、午前中
の授業は、学科が中心で、曜日別の時間割が決っており、その時々の状況に応じて変更していた。
つまり、４月７日の月曜日は、園芸、国語、作文の学科で、作文では故郷へ出す手紙というテーマ
で手紙の書き方を学んでいた。このテーマは、全ての生徒が故郷を離れ、かつ両親や家族のいない
者や消息不明の者がおり、肉親への思いが深いという現状の中での学習の課題であり、興味深い教
材であったとみる。つまり、生徒の中には、現に故郷の町村役場に戸籍謄本を請求し、故郷の家族
状況を調査している者もおり７）、また、岡-竹の場合はすでに兄と手紙で交流していたため、有意
義な授業になったとみる。
そして、14日の月曜日も園芸、英語、作文で、21日は園芸２時間で、国語と作文は宿題となり、
松本校長から倹約についての指示があった。その内容は、下駄は桐でなく、着物は絹でなく節約し、
お金を無益に使わず、学校での苦労に耐えるようにとの訓示であった。28日の月曜日は、園芸2時
間後、果樹園で実際に摘心法や葉心法などを学んでいた。このことから、月曜日の時間割は、園芸、
国語、作文で、うち１科目は２時間続きであったとみる。
火曜日は、８日が作文、英語、畜産各２時間、15日は歌２時間、算術復習、22日は算術、畜産、
29日は臨時実習で第３厩舎を造っていたため、通常の授業は算術と畜産を中心に実施していたとみ
る。水曜日は、16日が実習で家庭舎の馬屋を造り、23日も終日実習で大豆畑作りを行い、30日は実
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習を変更して学科とあったことから、午前中から実習の授業であったことが確認できた。
木曜日は、17日が算術、24日が学科4時間とあり、算術以外の学科名は判明しなかった。金曜日は、
４日が始業式後に歴史と英語、18日は歴史と英語を各２時間で、25日は歴史２時間で江川先生より
日露戦争の原因等を学び、その後英語の授業であった。このため、金曜日は歴史と英語が各２時間
であったことが分かる。土曜日は、５日が算術と地理、26日が学科4時間とあり、算術と地理が各
２時間であったとみる。
このように、学科は、１年の３学期から引き続き国語、作文、英語、算術、歴史、園芸、畜産を
学んでいたことが確認でき、この内容は英語を含めた一般教養科目と園芸、畜産という専門科目を
学んでいたことが理解でき、分析課題の㋑の4月の学科教育の内容とその教育的な影響が理解でき
た。ただ、１週間の時間割と各学科の授業時間数までは確認できなかった。
②３学期の成績
前述したように、４月２日には、岡-竹を含む１年生の学科の成績が発表され（成績順位は表５
より）、岡-竹は国語が73点で全体17人中４位、算術67点（５位）、動物100点（１位）、植物78点（５
位）、土壌72点（８位）、肥料85点（４位）、作文78点（３位）、園芸45点（５位）、作文73点（５位）
であった。この成績をみると畜産を除いて各学科とも全体の１位から８位以内で岡-竹の１年生の
成績は上位であったことが分かる。ちなみに、岡-竹を含む第５回入学生の１年生と２年生（一部）
の時の学科別の成績は表５のようになり、宮85-佐、広-大、福-加の３人が最も成績がよく、２年生
の各学科の成績まで記入され、岡-竹はその次の４位前後であったことも確認できるが、２年生の
成績の記載はなかった。それでも、本人を含む同級生の学科の成績が確認でき、これは、㋑の中の
「農場学校の教育の成果」を示す指標と判断できた。また、岡-竹は、同級生の中で上位に位置し、
これが学科教育の彼への影響度合いを示す習熟度と理解できた。
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表５ 第４回農場学校入学生の１年生、２年生の時の各学科別成績表
（３）午後の実習と家庭舎への農業支援
次に午後の授業をみると、月曜日から土曜日までほぼ家庭舎の農業支援の実習で、本人は柳沢家
の田畑の農作業を同家の院児（子ども）を指導しながら実施していた。また、この仕事を担当する
ことで、家庭舎より給金が支払われ、本人（生徒）の生活費の一部となり、かつ家庭舎の自給のた
めの農業支援としての役割も果たしていた。そして、４月の農作業は、大豆作りと陸稲作りが中心
で、これに小豆作りと馬屋造りが加わるという内容であった。また４月26日には、餅籾を水に浸し、
29日には石田家より籾２斗を持って来て塩水に浸していたが、これらは田植えの準備として、優良
の種籾を選別する作業であった。この他、雨天の場合は、蓑作り等の藁細工も行っていた。このた
め、４月の午後の授業は、１年生の３学期同様、担当家庭舎の農業支援を引き続き行い、大豆作り
や陸稲作りなどの農作業を体験的に学んでいたという本人への影響が理解で、㋑の中の「午後の実
習」と㋒の「家庭舎への農業支援」の内容がほぼ確認できた。
（４）宿舎での生活内容とその影響
① 晩食後の生活内容
一方晩食後は、時々入浴をし、授業の復習や日誌を書く時間として活用し、さらに小説の「巌窟
王」を読んだりしていた。また、各種の会議や行事の準備を実施していたことが理解でき、具体的
には娯楽会、日曜学校準備会、青年会、生徒集会、送別会、花の祭の準備、１、２年生総代集り、
木曜会、炊事会であった。このうち、娯楽会、日曜学校、花の祭は後述し、ここでは、その他の会
議等の様子をみていくことにする。16日の青年会は、午後８時から開催され、救世軍の「人世
（生）
一
旅路」というテーマで３時間程の話し合いがなされ、同11時頃帰宅していた。20日には、２年生全
員と１年生総代２人が集まり（生徒集会）、「学校ノシキタリ」について協議し、同11時に終了した。
「学校ノシキタリ」の内容は判明しないが、５年目の農場学校で生徒自身が同校の伝統となる校風
の内容などを自主的、主体的に協議していたことが理解できた。これは、同校生の自治意識を養成
する活動として注目できた。また、３日後の23日にも、１年生と２年生の総代が集まりたぶん花の
祭で使用する帽子に線を入れるか、入れないかを相談し、線を入れない方がよいとの意見が強かっ
たが、松本校長に相談し明日決定することにしていた。
22日には、松尾家の院児の送別会に出席していた。この送別会は、青-大3兄妹の退院によるもの
で、彼らは24日に石井院母が岡山市まで引率して東京市の叔母の許に帰って行った８）。24日の木
曜会は、本人と宿舎で共同生活をしている生徒の２人が、京都館で高橋先生と懇談する会のようで、
途中から信永事務員も訪れ、同11時まで実施していた。つまり、教師と各宿舎の生徒が個別に、本
音で話し合う場が木曜会であったとみる。25日には、炊事会があり同９時半に終了したが、同会は、
生徒が共同炊事を実施するため、各宿舎より順番で炊事当番の委員を選出し、献立や予算を話し合
う会議のことであったとみる９）。このため炊事会を開催して朝食、昼食、夕食を生徒たち自身が
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自主的、主体的に管理運営していたことも再確認できた。このように、晩食後は、入浴の後に復習
や日誌を書くだけでなく、農場学校生が諸会議などを通して自主性、主体性に基づく自治意識の養
成の時間になっていたことが理解できた。そして、先の内容から、㋓の４月の「晩食後の生活」や
㋕の「在学生との協力関係」の一端が理解できた。
② 生徒の病気と相互協力
農場学校の生活の中で生徒が病気になることがあった。岡-竹の場合は、４月９日朝から腹痛と
下痢を起こし、発熱も生じ、午後１時には荷車に乗せられ静養館で療養することになった。この時
「神ニ祈リ」、友人に食事を作ってもらい、さらに多数の生徒が見舞に訪れていた。その意味で、生
徒たちの相互協力的な友情と結束の深さの一端が理解できた。また、11日は、農業を担当した家族
舎の柳沢主婦も見舞に訪れ、卵7個と50銭もの見舞金を持って来たが、柳沢主婦を「柳澤母」と表
記し、母親的な存在であったとも理解できた。そして、その柳沢主婦が、19日に病気になった際は、
同主婦の依頼で妻町に、ミカン、茶を買いに行き、みやげとして白砂糖１斤を購入したが、このみ
やげ（砂糖）は11日の見舞のお礼であったとみる。さらに、江並医院にも行き、病人が多いなか往
診を依頼し、翌20日午後４時に来診したが、その時も岡-竹が馬で薬を取りに行っており、本人は
柳沢家の兄的存在のようであったことも理解できた。このように、生徒同士の相互扶助や担当の柳
沢家の主婦との親子のような支え合いが確認できた。さらに柳沢家との関係は、その後の日誌にも、
午後の農作業終了後に同家でお茶を飲み、晩食などをご馳走になる等の記載があり、親子のような
関係の中で日常生活がなされていくことになり、岡-竹の生活にとって重要な役割の1つになってい
たと判断できた。このため、前者からは㋕の中の「在校生との協力関係」の一端が、後者からは㋒
の中の「家庭舎との日常的関係」が見えてきた。
（５）日曜日の生活や茶臼原孤児院の行事の内容とその影響
４月６日の日曜日は、午前７時の朝食後に友人６人と松尾家に行き、その後下穂北村の元農業見
習先の矢野儀八郎宅やその近くで親交のあった牛田宅を訪れ、ご馳走になり、午後４時頃妻町で買
物をし、同６時半頃帰宅していた。13日は病気により午前中はブラブラし、午後は畜産の勉強をし、
夜は小説『巌窟王』を読んでいた。20日は、日曜学校に行き、８人の子どもを担当し、午後は前述
したように柳沢主婦の病気の往診に来る江並医師を待ち、夜は生徒集会に出席した。28日は、午前
中日曜学校に行き、午後は献労作業として第３厩舎の屋根を造っていた。このように、前半の日曜
日は、買物等の自由時間に、後半は午前中に日曜学校の指導、午後は献労作業と、本人の自由時間
は半日程度しかなかった。
特に日曜学校での指導は、当日だけでなく事前準備もあり、かつ、５月４日の花の祭の準備も重
り、相当の時間を費やしていたことが理解できた。つまり、４月14日夜には、日曜学校準備会が開
かれ、５月４日の花の祭の内容について相談していた。20日の日曜学校では、８人の子どもの先生
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となり、５月４日に花の祭のあることを発表していた。21日夜には、江川先生と花の祭についての
話をし、22日夜は松尾家での送別会後に会堂に集り、歌の練習をし「我レネムタク歌ヲ歌フコトナ
ラズ」と記していた。そして、23日夜は、１年生と２年生の総代が集り、花の祭で使う帽子の線の
有無について協議し、松本校長に相談し決定することにした。26日夜は、明日の日曜学校の教案を
読み、27日の日曜学校では今後の１週間何をするかを説明していた。その後礼拝も参加し、午後は
献労作業があり、夜は日曜学校生と花の祭の練習をしていた。28日夜は、同校準備会があり、花の
祭の役割を決めていた。30日夜は、会堂で日曜学校生に歌を教え、大変良く出来、子どもたちが花
の祭を楽しみにして「大喜ビ」していたと記していた。
このように、４月の日曜学校などでは、本人を含む農場学校生が、花の祭というキリスト教の行
事の準備を進め、家庭舎の子どもに歌の練習を実施していたことなどが理解できた。このため、岡
-竹等は、今回の花の祭の行事内容を協議し、その内容を具体化して子ども達に指導し、キリスト
教的考え方を育くむという活動をしていたことが理解できた。また同時に、このような岡-竹の自
主的、主体的な活動は、本人のキリスト教の信仰を深め、かつ、人間的な成長にも結びついたと理
解できた。そして、日曜学校や花の祭は、茶臼原孤児院の行事であったため、㋔の「同院の行事等
への関わり」の内容が理解できた。
その他、４月27日には、徴兵検査があり、農場学校生６人が合格したと記し、この６人の合格者
が戦争に行くことへの不安を述べていた。実は、当時の日本では、第一次世界大戦の終結に向けて
のヴェルサイユ条約の締結等が新聞で報道され、この戦争で多数の戦死者が出ていたため、3年前
の徴兵検査で第一乙種歩兵31番の上位なった本人も、彼らの召集に不安を抱いたためとみる10）。
２）５月の日誌の内容と教育実践からの影響
（１）教育と生活の全体像
５月の岡-竹の教育と生活の動向をまとめると表６のようであった。朝の起床は、午前６時から
同６時半と変化がなかったが、５月２日歯を磨きをしながら食堂に行き、顔を洗い朝食を食べると
記していたことから、朝起きて朝食前に歯を磨き、食堂で顔を洗い朝食を食べるという生活習慣が
理解できた。また、３日には、水道に行きとあり、簡易の水道のようなものがあったとみる。４日
は、花の祭で朝食を早く食べて準備に行くとあったが、この花の祭は茶臼原孤児院の行事の１つで
あり、別項で詳細に述べることにする。
また、８日朝からは、朝食前に草刈りをし、２把程草を刈る作業を実施したが、これは３日午前
中の授業で指示があったためで、家庭舎等の牛馬の飼料を確保する賃仕事（アルバイト）であった
とみる。そして、午前中の授業は、午前８時から始まり、各学科を4時間学び、12時に昼食を食べ
ていた。ただ、どのような学科を学んだかをあまり記述していなかったが、４月と同様の時間割で
あったとみられ、水曜日は実習で農場学校の第３厩舎造りなどを行っていた。
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午後は、昼食後柳沢家の田畑を耕作し、桑切り等の養蚕の仕事も手伝い、午後６時半ごろ農作業が
終了し、その後晩食を食べ、日曜学校準備会などに参加し、時々勉強もし、日誌を書いて就寝する
というのが、全体的な日課であった。このため、４月とあまり変わらなかったが、５月17日から27
日までは柳沢家の養蚕が忙しくなり、この間の生活日課は違っていた。さらに、５月１日には、農
場学校の組織改編が生徒たちにも発表されたが、この改編そのものは同校農学部の生徒の授業など
には直接的な影響がなかったようであった。
（２）学科教育の内容とその影響
① 午前中の学科等の内容
午前中の授業は、４月と同様の週時間割に従いほぼ実施されたとみるが、具体的な学科名があま
り記入されていないため、明確に裏付けることはできなかった。その一方で、学科名以外の出来事
が記載されていたので、いろいろな動きが理解できた。たとえば、５月１日は、４月28日に来院し
ていた大庭理事が帰宅するにあたり11）、農場学校生を前に次のような趣旨の「御話」をしたと記
していた。それをまとめると、商売は長く続かないので、一番良いのは農業である。なぜならば汗
水流して働くと「天ノ神ヨリサズカル」ものがあるからである。しかし、多くの者は田舎より都会
に出たがるが、これは間違いで、農業の進歩が国の発展につながり、私も今は商売をしているが、
これが終われば皆様と一緒に農業をして、「神ヲ愛シ神ノミムネニカナフ人トナルベキ」と話し、
お菓子1袋ずつを配付されたと記していた。その後、松本校長からも話があり、小学校補習科を農
場学校普通学部に、農場学校を同校農学部に改編することが発表されていた。
３日には、先生より小遣８円50銭を受取り生徒に渡していたが、これは生徒補助費12）の一部か
もしれない。７日は、皇太子殿下の成人式のお祝で自由実習となり、午後からは妻町へ買物に行っ
ていた。８日は、学科から実習に変更となり大工仕事を行い、13日も１時間目に全生徒が苗代用の
田の害虫駆除を行い、２時間目には松本校長と小野田先生より、家庭舎の母（主婦）を助けて院児
の兄となり、模範となるようにとの注意があった。17日は、昼食後に京都館でトラホーム検査があ
り、20日と22日は家庭舎の養蚕が多忙となり、桑切りの実習に変更された。21日は、授業を休み柳
沢家の養蚕を手伝い、27日は同家の繭14貫を馬に付けて売りに行っていた。28日は、実習で第3厩
舎の屋根葺きを行い、31日には松本校長、津江先生より生徒の起した事件についての指導があった
が、これは次項で述べることにする。
また、23日は、午後の実習に行く前に津江先生より、実習時間を守るよう注意があり、特に２人
の生徒を名指しで注意した。その後、松本校長からは、本科1年生の中に他の生徒を無断で殴る者
がおり、暴力は悪い事なので、今後暴力を行った場合は農場学校生全員に「制裁」を実施するとい
う「規約」を結ぶことになったと記していた。
このように、５月13日や31日の午前中の授業を含め、授業の合間に日常生活の中で発生する生徒
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間の問題や事件に対して、日々いろいろな生徒指導を実施していたことも確認できた。また同時に、
岡-竹の場合は、その内容を日誌に記載していたが、このような記載行為は彼自身が、先の生徒指
導の内容を重要であると認識したためと理解でき、それ故に、この記載内容は、農場学校での教育
が彼の人間形成の内面的な成長に影響したことを裏付ける手掛りになると判断できた。そして、５
月31日の午前中の松本校長等の生徒指導については、本人がその内容を詳細に書き残しており、本
人の人間形成の一端を理解する㋑の「具体的な教育内容」の１つとして分析していくことにする。
② 松本校長等の生活指導
前述したように５月の岡-竹の日誌には、松本校長等の授業中の生徒指導が、13日、23日、31日
に実施され、その内容が記載されていた。特に、31日の内容は、日誌に2枚の用紙を貼り付け、詳
細な事実経過を記述したものであった。
その要点をまとめると、松本校長からの指導は、生徒Ａが生徒Ｂのニセの印を借りて、預金を引
き出そうとし、松本校長が発見した事件であった。そこで、31日に全生徒を集め、全員の前で詫び、
かつ血判を押した詫び証文を提出せよとの指示があった。さらに、１年生の２年生に対する態度が
悪く、食事の時などに「イラザル口ヲ云事ヲヤメ」て、今後そのような振舞がある時は相当の処置
をするので、そのような振舞がないよう全員に忠告したのであった。この振舞の内容は不明だが、
23日の生活指導で示した「暴力」の禁止のことであったとみる。また、晩食時間を守ることについ
ての注意もあった。
その後、津江先生からも指導があり、やはり他人の印鑑を使用することは社会では大変な間違い
になるので、１人１人注意をし「人格ヲ下ゲテハナラヌ」などの指示があり、最後は「神ニ陰ナガ
ラ祈リヤルベシ」との松本校長の祈りで終わっていた。
そして、この生活指導の結果は、文書でも指示されたようで、松本校長の下書きとみられる次の
ような文書が、岡-竹の日誌に挟まっていた。
神の□を以て
一、□□は、本校の校風をやぶり且つ今後の爲め善しからざるを以て退校に致すこと（但し一
旦わびをなさしむこと）
一、□□□□は、金銭を借られん爲めにせ印を用ひしを以て本校の気風を保つ爲め、忠告をな
し罪をことわらされば、退校にす
一、志願に非ずと云ひて学校に居るを、生徒としての責任を思はざる者は退校に処す之等の者
罪をわびて、在校生たることを希望せば、血版
（判）
の証書を以て之を許すことあるべし
一、塾舎担当のことに付きて
組行を、一年生にゆずるか、炊事部を別にするか、退校に處するか
この下書きを見ると、当時の農場学校では、その校風を破る違反者には退校を含めた厳しい処分
を実施しようとしていたことが理解できた。特に、人を欺く行為や人への暴力については厳禁で、
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学ぶ意欲のない者（志願に非ずと云ふ者）も退校を求める厳しい対応が理解できた。ただし、その
「罪をわび」れば、血判の詫び証文などを以て許しており、厳格な生徒指導を通して、生徒自身が
自らの問題行動を自覚し、反省すれば許すという教育的な対応を取っていたことも理解できた。こ
のような事実から、岡-竹を含む農場学校生は、宿舎での集団生活を通して、規律の中で自治的、
自立的な精神を育てる教育を体験し、感化を受けていたことが理解できた。また、松本校長等の教
師と同校生徒が5年間の実践経験から積み上げてきた校風（文化）を前提に、日々の生活指導を含
む教育が実施され、その中で、岡-竹の内面にもそれが浸透しつつあったことが、彼の日誌の行間
から読み取れたということでもある。
このため、㋑の「学科教育」の中での生活指導の具体的内容が確認でき、かつ㋓の「宿舎での集
団生活」が、規律の中で自治的、自立的な精神を育む体験と、感化の場になっていたことも理解で
きた。
（３）午後の実習と家庭舎への農業支援
午後の授業の内容は、４月と同様に、実習としての家庭舎への農業支援であった。その農業支援
の内容は、前半と後半が陸稲の耕作で、中半に養蚕のための桑切りなどの仕事が集中し、茄子、甘
藷、南瓜、胡瓜、大豆、里芋も栽培していたことが裏付けられ、これらの作物の栽培方法を体験的
に学びつつ、家庭舎の子どもへの農業指導と同舎の農業による自活に貢献していたことが理解でき
た。そして、これらが、５月の㋒「家庭舎への農業支援」の内容であった。この他、６日には、農
場学校の果樹園の袋掛け、15日には青年会の茶菓子を買うために妻町に行き、28日は友人を送って
妻町に行っていた。
（４）宿舎での生活内容とその影響
晩食後の生活内容は、４月同様にいろいろな行事や会議への参加が確認でき、それらがない時は、
晩食後に勉強をし、日誌を書き就寝し、時々風呂にも入っていたことが分かった。たとえば、５月
２日は、４日に開催する花の祭の相談準備会があり、翌３日にもその準備をした。４日の花の祭当
日の夜には、午後７時半から大島三郎が農場学校物品取次販売部事務員に、楠戸赳が同校畜産及農
場経営部助手、宿舎世話係助手として着任したこと対する勧迎会と、練習生（同校第２回卒業生）
の岡-高と岡-松が現役兵士を志願したため岡山県に帰り、練習生（同校第２回卒業生）の岩３-佐も
近々養蜂研究のために久留米市に行き、実習期生（同校第３回入学生）の福79-永は東京の兄の許
に帰ることになり、先の４人の送別会が開催された13）。この会に岡-竹も参加し、同会終了後は茶
会となり、友人が浪花節を披露したと記していた。
７日夜には、岩３-佐の送別会が柳沢家でも実施され、子どもや岡-竹がご飯とお菓子を食べ、百
人一首などで遊び、午後11時頃に帰り、兄に手紙を書いていた。つまり、後者からは、兄との交流
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が確認でき、29日には兄から返事が来ていた。10日夜には、上田先生宅で茶話会が開かれ、本人を
含む宿舎の生徒が参加し、お菓子を食べた。午後10時に終り、風呂に行くが、その際足をケガし、
薬をもらいに行く途中でもランプの「ホヤ」を割り、その代金が20銭かかるという災難に合ってい
た。
12日夜には、食堂へ晩食を食べに行くと、友人たちが「日英ノ戦争」があると話をしており、本
人も食後風呂に行き友人と「日英」の戦争が起こるか否かについての話をしていた。これは、たぶ
ん、当時の新聞が、第一次世界大戦の終結に向う中で、日本がアジアに進出して領土拡張を図ろう
とし、イギリスと戦争になるとの報道に14）、生徒たちが強い関心を示し議論になったためとみられ、
生徒たちが新聞を読み、内外の政治動向に強い興味を持っていた現れと理解できた。つまり、前述
したように、本人を含む生徒たちがすでに徴兵検査を終了しているか、来年以降に同検査を受ける
青年たちで、かつ、４日の送別会では、卒業生２人が現役兵士として出発するなど、「日英戦争」
などの動向が彼らの進路を左右する身近で重大な問題との認識があったからと判断できた。
13日には、同校第２回卒業生の広-石の送別会を炊事部で実施し、岡-竹が代表で送別の辞を述べ
ていた。なお、この広-石は、14日午後3時半に石井院母と共に出発し、出身者愛-相（1909年３月
30日退院）の紹介で大阪に行ったのであった15）。また、14日夜は日曜学校準備会があり、15日午
後8時よりは青年会が開催されたが、本人はその準備として同1時に茶菓子を買いに妻町に出向いて
いた。青年会の内容は記してないが「其々話シ」とあり、いろいろな話をして同11時に終了してい
た。17日から21日までは柳沢家の養蚕の仕事を手伝い、善哉等をご馳走になっていた。25日夜には、
炊事委員会が同９時半まで開かれ、翌26日夜も日曜学校準備会に出席し、27日夜は会堂で送別会が
開催された。
この送別会は、独立開始生（同校第１回卒業生）の山-木が佐世保海兵団に入団することになり
開催されたもので、松本校長、小野田先生、信永事務員、江川先生、下村主婦が送別の辞を述べ、
茶会、余興では４人の生徒と小野田鎮先生、片山様の話などがあり、同11時に終了した。また、同
会には、職員、殖民地、同校農学部生が参加し、岡-竹は翌28日午後１時に山-木を妻駅まで見送っ
た16）。このように、５月の晩食後の生活は、花の祭の準備、新職員の勧迎会と同校卒業生の送別
会が4回も実施され、茶話会、日曜学校準備会、青年会、炊事委員会も開かれ、生徒同士や職員、
殖民地の人たちと交流や親睦が深まると同時に、兵役や戦争が身近な問題になっていたことも理解
できた。このため、５月の㋓の「宿舎での生活」の内容が確認でき、かつ、㋕の「在校生や卒業生、
殖民との交流」の内容も判明した。さらに、兵役や戦争が身近な問題として農場学校生や卒業生の
進路に直接的な影響を与えていたことも理解できた。
（５）日曜日の生活と日曜学校の花の祭
毎週日曜日には、岡-竹を含む同校生徒が中心となり日曜学校を開催していたが、その一環で５
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月４日には、４月20日頃から準備してきた花の祭が開催された。この花の祭は、キリスト教の行事
の１つで、その由来は６月の第２日曜日に開催される「花の日曜日」で、「こどもの日・花の日」
とも呼ばれ、教会は信者が持ち寄った花で装飾され、子どもたちが花を持って病院や社会施設等を
訪問する行事として定着したものであった17）。
当時の茶臼原孤児院の日曜学校では、５月４日に開催し、当日は午前9時から、下記のようなプ
ログラムで38もの演題（□は院児等の氏名）を実施し、同12時に終了していた。
花の祭
五月四日朝九時
司會者 江川榮
□□□□
一頌栄四六〇 會衆
一讃美歌二四六 同上
一主の祈 同上
一祈り 司會者
一讃美歌「エスのながせし」 日曜学校一同
一あいさつ □□□□□
一祝文 □□□□
一祝文 土橋分校□□□□□
一祝文 □□□□
一花三つ（お話） □□□□□
□□□□
□□□□□
一聖句暗誦 □□□□□
一あかごモーセ（独唱） □□□□
一独唱しののめにとりうたへり □□□□□□
一夏が来た（お話） □□□□□
一低いザアカイ（合唱） 初等科男子
一聖句暗誦 □□□
□□□□
一天地創造（お話） □□□□
□□□□□
□□□□□
一鳥の声（合唱） 土橋分校女子一同
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一山のかみ（お話） □□□□
一ことりことり（遊戯） 幼稚科
一聖句暗誦 □□□□□
一少年ミルダ（お話） □□□□□
一雀と鳥（合唱） 土橋分校幼稚科
一まことの神様（合唱） 土橋分校一同
一三人兄弟の成功（お話） □□□□
一二つのまなこ（遊戯） 土橋分校
一おはなし □□
一アダムとエバ（合唱） 日曜学校一同
一ひとつ目と二つ目と三つ目（お話）□□□
一讃美歌三〇八 會衆
一説教「花の教訓」 小野田牧師
一讃美歌二ノ二四八 日曜学校一同
一花の自慢（対話） 中等科一同
一ヤコブの夢（合唱） 初等科女子
一國際聯盟（対話） 中等科男子
一三部合唱 教師一同
一讃美歌四六二 會衆
一祈り 小野田牧師
お墓まうで散會 以上。
このプログラムを見ると、キリスト教の讃美歌や聖句および童話、童謡、遊戯を家庭舎で生活す
る院児たちが発表するもので、このうち17演題は個人または３人前後での発表であった。また、幼
稚科、初等科、中等科、土橋分校などのように、日曜学校のクラス別の発表もあり、これらの発表
の指導は岡-竹を含む農場学校性が担当していたため、教える側にとっては創意工夫と努力が必要
で、彼らが創造性や教育力を養う契機に結びついたと理解できた。同時に、土橋分校は、院児以外
の茶臼原殖民地等の子どもたちであったとみられ、その意味で、茶臼原孤児院と殖民を含む茶臼原
農村を「基督教的農村」として推進するための具体的な行事の役割を果たしていたことも理解でき
た。
また、花の祭終了後、全員で花を持ち石井十次院長等が眠るお墓まで行き、花を捧げたことは生
前石井院長が目指した「基督教的農村」を、岡-竹を含む農場学校生や院児たち他が継承していく
ことを自覚し、表明する体験になったとも理解できた。このため、㋔の「日曜学校での花の祭の行
事」の内容と㋕の中の「殖民との協力」の一端が理解できた。
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３）６月の日誌の内容と教育実践からの影響
（１）教育と生活の全体像
６月の岡-竹の日誌の内容をまとめると表７ようになったが、この内容の大半は田植に関するも
ので、６月は本人が担当した柳沢家の田植を中心にし、農場学校の田植や柳井迫殖民地の田植の手
伝などの実習であったことが確認できた。従って６月の岡-竹の日誌は、起床後、午前中、午後、
晩食後に分けて解明するのでなく、６月３日から24日の日誌に書かれていた田植の実施内容を中心
に分析していくことにする。
（２）午前、午後の教育内容と家庭舎への農業支援
①田植の実施内容
岡-竹は、柳沢家の田植を友人と２人で担当し、骨粉などの肥料を使って代掻きをし、同家の子
どもたちを指導しながら実施していた。ただ今回の田植では、７日に田植の準備作業として水田に
水を取り入れるため、堤から水を引くための水路（暗渠か）の栓が抜けず、この栓を抜くために他
の農場学校生が手伝に来るなど出来事が確認できた。これは、同校生徒が茶臼原孤児院の家庭舎で
の田植に全面的に協力し、同院全体で田植を成功させようとしていた具体的な事実の1つと理解で
きた。このため、その前提として、同院尋常小学校５年生、６年生および農場学校普通学部と農学
部は７日から12日まで休校となり18）、午前中から各家庭舎の田植を実施し、８日の日曜日も返上
して田植を行い、福島教師の夫人も苗取りの手伝に来てくれた。さらに、18日からは、前日の食堂
に貼られた指示で、同校２年生全員が柳井迫殖民地の田植を支援することになり、朝７時半に弁当
を持ち、同殖民地に行き、田植を手伝い午後６時半に終了し帰院していた。
また、同校所有の水田の田植も19日から21日と24日に実施され、22日は松尾家の田植のため、岡
-竹が柳沢家の馬を使って代掻きをし、同家の子どもや他の同級生も手伝い、終了後には食事やお
菓子のご馳走を食べて、楽しく遊んでいた。28日には、柳沢主婦より田植などのお礼として鶏と１
円を受け取っていた。このため、田植は、各家庭舎と農場学校が共同で実施する一大行事であり、
かつ、殖民地への支援も行っており、茶臼原農村の結束力を関係者全員が実感（体験）するもう１
つの象徴的行事になっていたと理解できた。また、その鍵を握るのは、農場学校とその生徒たちで
あったと判断できた。
このため、６月の㋑の「教育内容」は、実習としての田植が中心で、㋒の「家庭舎への農業支援」
の内容は柳沢家への田植が中心で、㋕の「殖民との協力関係」は柳井迫殖民地への田植支援であっ
たことが確認できた。また、田植は、茶臼原農村全体の行事であり、㋔の「同孤児院の行事」の１
つとして位置づけることができた。
②田植慰労会の内容
そして、24日には、同校の田植慰労会の準備会が上田先生宅で開催された。同慰労会は、７月
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１日に実施することになり、その費用は１人35銭で、卒業生20人、生徒17人には補助があり、岡-
竹は食事係の委員長になった。27日には、松本校長から同慰労会への参加条件についてⓐ田植期間
中欠席して休んだ者は会費35銭を支払うこと、ⓑ１年間で１日も休まない者は会費を免除すること、
©16日から30日までの間に病気となった者は同慰労会前の食事に参加しないことの指示があった。
なお、授業の欠席についても、24日に高橋先生から、欠席届の提出方法についての注意があり、欠
席届は授業の１時間前に提出し、病気欠席は衛生係の印を、自己都合の時は担任教師の印をもらう
という指示があったことを付け加えておく。
さらに、28日、29日、30日には同慰労会で歌う合唱の練習や準備もあり、７月１日に田植慰労会
が開催された。１日は朝から準備を始め、岡-竹等は食事作りを担当し、午後４時頃までには雑業
舎での晩餐の準備が終り、同５時より職員、農場学校生他が席に着き、田植慰労会が開催された。
最初に小野田先生の祈りがあり、会食に移り「楽シク面白ク馳走」を満腹になるまで食べ、同8時
からは会堂で同校生徒による余興と幻燈会があり19）、この時合唱を披露したとみる。
このように、田植という一大行事の後には田植慰労会が開催され、同校生徒他と職員が全員でそ
の労をねぎらい親睦を深める行事が実施されていたことが確認できた。このため、田植慰労会も㋔
の「農場学校の行事」に該当した。
③日役賃の内容
さらに、25日夜には、６月の家庭舎で働いた日役賃の計算をしていた。この計算によると、６月
は午前もしくは午後の半日働いた日が８日間、午前と午後の１日働いた日が19日間で、その日役賃
の合計は９円66銭であった。このため、１日（午前と午後の実習）の日役賃は42銭で、翌26日その
日役賃合計額を紙に書いて同校に提出していた。そして、この日役賃は、柳沢家から支払われ、岡
-竹の生活費や学用品費の一部となったため、田植他の農業実習は、農業技術を体験的に学びながら、
家庭舎の農業支援と生徒の生活費等の収入を得る手段であることが明確に裏付けられ、その日役賃
は１日42銭で、半日21銭であることが確認できた。このため、６月の㋒の農業支援の日数やその日
役賃が判明した。
（３）田植以外の生活日課などの内容
この他に岡-竹の日誌から分かったことは、６月の朝は午前６時頃起床し、田植時期は同７時頃
に家庭舎に行き、日が長いので午後７時頃まで12時間程度働いていた。24日からは起床後草刈りも
していた。また、午前中に学科が実施されたのは、２日、３日、16日、17日、19日、26日、30日で、
算術（代数）、聖書研究、作文、畜産、園芸の授業が確認できた。１日、15日、22日、29日には日
曜学校が実施され、その後礼拝も行われていた。午後は、田植が中心であったが、その他の農作業
として麦畑鋤き、葱植え、25日からは甘藷畑づくりが実施されていた。８日日曜日は休まず田植を
したが、昼休みに高鍋町の写真館が来て生徒たちの写真を撮り、その写真は、29日日曜日に岡-竹
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が同町に行き、時計屋、洋服屋を見てから写真屋に行き、その写真を受け取り、夜は友人たちが集
まり「喜ビ我モ我モト見ニ来ル」と記していた。
晩食後は、風呂に入り日誌を書き、14日と23日は日曜学校準備会、16日の青年会準備会では司会
を務め、20日は娯楽会の準備をしていた。
なお、２日には、元職員で石井十次を支えた親戚の故岩村真鉄の夫人の永眠による葬儀と娘愛子
の遺骨の埋葬が行われ、職員、農場学校生、小学校５年生以上、殖民地の人々が参加していた20）。
また、24日にも葬儀があり、岡-竹等も出席したが、こちらは茶臼原殖民地の殖民の二女が23日に
永眠し、午後５時から会堂で葬儀が実施され、院墓地に埋葬されたためであった21）。そして、上
記の内容は、６月中の㋐から㋕の内容の一端が理解できた。
４）７月の日誌の内容と教育実践からの影響
（１）授業と生活の全体像
６月は、茶臼原農村全体が田植の作業となり、農業学校はその作業の中心的な役割を担っていた
ため、午前、午後とも実習となり、学科の授業は少なかった。しかし、７月になると表８のように
午前中は学科、午後は実習という通常のスケジュールに戻ったことが確認できた。
このため、岡-竹も起床は、午前６時から午前６時半となり、草刈りに行き２把程の草を刈り、
朝食を食べて時々勉強をして登校するという日課で始まっていた。また、午前中の授業は、同８時
から各学科を４時間学び、月曜日と水曜日が実習になった。12時に昼食を食べ、午後１時から午後
７時までは担当の柳沢家の農業支援の実習があり、18日からは昼休みが同２時までに、26日からは
同３時までに延長され、終了は同７時であった。晩食は同７時に帰り食堂で食べ、会議等のない日
は風呂または水浴をして学科の復習などを行い、日誌を書き就寝していた。ただ、16日は、起床後
右目が見えにくくなるという異変を感じ、欠席届を提出し、妻町の木下医院で診察を受けたが、目
をこすったために目に炎症が生じたもので、重大な眼病ではなかったが、眼帯をして薬をもらって
帰院していた。帰院後は、午後から柳沢家の甘藷畑を鋤く作業を行ったが、一緒に作業をした子ど
もたちが眼帯を見て笑っていたと記していた。
また、20日朝には、大島事務員が同校物品取次販売部の担当であったため、物品買入帳を取りに
行き、晩食後に大島事務員から石油を受け取っていた。ここから、農業学校生の生活物品は、物品
取次部より物品買入帳を使って購入するシステムであったことが確認でき、石油は夜間ランプを使
用する時に使う燃料であったことも理解できた。
（２）学科教育の内容とその影響
午前中の授業は学科が中心となり、７日からは時間割の変更があり、日誌の記載内容から１週間
の時間割がほぼ判明した。つまり、月曜日は実習で、７日は農場学校の畑に生徒６人で甘藷の蔓植
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えを行い、その場所は第３厩舎の上の燕麦畑の後であった。14日も同様に甘藷植えをし、長友先生
と第一次世界大戦のヴェルサイユでの講和会議の動向を話したと記していた。21日は、雨のため実
習から学科に変更となり、28日は農場学校の桑畑の中耕を３人で実施していた。
火曜日は、８日が学科４時間とあったが科目の記載はなく、15日は柳沢家の畑の除草、22日は院
全体を２つに分けて、鬼塚坂から小学校を経て農業学校までの道路修繕を午後まで行い、29日は小
野田先生が欠席のため、斎藤新蔵先生が算術と畜産を教え、その後英語と園芸であった。このため、
火曜日の時間割は、算術、聖書研究と英語、園芸であったとみる。
水曜日は実習で、９日は農業学校の畑の甘藷植え、16日は本人が眼病で欠席したが、同校生徒全
員に馬を使った鋤の操作法を教えたようであった。23日は、同校の１町歩の馬鈴薯畑を掘り出し、
30日は明治天皇祭で大掃除となり、５人で第２厩舎の推肥を出し、風呂付近を掃除し、宿舎の便所
も掃除していた。なお、午後は、友人と高鍋町に行き、洋服屋で完成した洋服を受け取り、散髪も
し、海水浴に行っていた子どもと一緒に帰院していた。
木曜日は、３日が算術、化学２時間、国語で、10日、17日、31日もほぼ同様で、24日だけ学科が
実習に変更されたが、時間割は算術、化学2時間、国語であったことが確認できた。
金曜日は、４日が歴史２時間、英語２時間で、11日、18日、25日も同様であったため、金曜日の
時間割も確認できた。また、歴史の授業では、こんなエピソードも記していた。先生から第一次世
界大戦は、ドイツと英国の仲が悪いために始まったとの説明に、生徒の１人が日本は軍艦が多いの
で米国と戦ってやっつければと発言すると、他の生徒は笑ったが、先生からは戦争というものは良
いものではない、君等は小学校時代に日本が勝利した日露戦争のことを考えているが、「今少シ考
エヲ廣クモタネバナラヌ」と話したと記していた。これは、岡-竹が歴史の授業を通して戦争とい
うものを勝敗だけでみるのではなく、戦争によって何が起こるのかを広い視野から見て行く必要性
を自覚したため書き残したと理解できた。
土曜日は、５日が算術、畜産、算術、地理で、12日、19日も同様であったため、時間割は５日の
各学科であったことが確認できた。26日は、学科を変更して実習となり、農場学校の桑畑に施肥を
して馬で掻き除草をしていた。
このように、月曜日から土曜日までの午前中の授業は、ほぼ表９のようになり、月曜日と水曜日
は実習で農場学校の田畑を耕作し、火曜日、木曜日、金曜日、土曜日は学科の授業を４間実施して
いた。このため、１週間の学科別の授業時間は、算術４時間、英語２時間、聖書研究１時間、国語
１時間、歴史２時間、地理１時間、化学２時間、畜産１時間、園芸１時間、実習８時間であったと
みる。これは、４月に実施した学科と比較すると新たな学科として、地理と化学が加わる一方で、
作文がなくなり、実習が週１日から２日に増加していたことが理解できた。
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（３）午後の実習と家庭舎への農業支援
午後の授業は、月曜日から土曜日まで実習で、担当していた柳沢家の田畑を友人と２人で同家の
子どもたちを指導しながら耕作していた。農作業の時間は、17日までは昼食後午後１時から同７時
までであったが、18日からは同２時からに、26日からは同３時からに変更され、昼休みが２時間か
ら３時間に増加していた。これは、夏季になり炎天下での農作業を避けるためであったとみる。
７月の農作業の内容は、甘藷畑づくりが中心で、これに陸稲や桑畑の中耕や除草を実施していた。
また、雨天の場合は、学科を実施し、10日は歴史２時間と英語の復習を、翌11日も歴史２時間と復
習で、歴史は日本史から世界史に移り「心ガ廣クナル」との感想を記していた。31日も雨で算術の
自習となり、かつ、夏休みは８月６日からで、１週間交代で休むことが発表された。その他に、21
日は、午後２時より理化室に全生徒が集り、松本校長から昨夜起った卒業生と別科生３人の暴力事
件についての話があり、このような事件が起ったことは農場学校全体の不注意であり、全員が暴力
事件を起さないと「定約」し、生徒は卒業生の助手に従い、助手も注意するようにとの指示が、１
時間程あったと記していた。さらに、24日は、体格検査があり、岡-竹の体重は17貫850匁（約66.94kg）
で、身長は５尺４寸２分（約1.63ⅿ）であることが判明した。29日は、各家庭舎の代表が妻駅に行
くことになり、岡-竹も柳沢家の代表として外米を取りに行っていた。
このように、午後は、引き続き柳沢家の農作業を、友人と２人で実施し、炎天下となるため午後
３時まで休憩を取り、雨天以外は農業実習を経験したことが理解できた。このため、７月の㋒の「農
業支援」は、甘藷畑作りを中心に、陸稲や桑畑の中耕と除草を実施し、雨天の時は学科の授業や自
習となっていたことが理解できた。また、５月と同様に、松本校長による生徒指導も確認でき、集
団生活の中では常に生徒間の問題が発生し、発生する度に規律を守る指導を継続していたことも確
認できた。
（４）宿舎での生活内容
７月の晩食後は、風呂に入り、真夏の暑さが夜まで続き、ランプを付けると虫が集まるなかで、
英語等の復習をし、日誌を書き就寝することが多かった。また、農作業終了後に柳沢主婦（母）か
ら茶や南瓜汁などの持てなしを受けることも引き続きあった。さらに、日曜学校の準備や同校準備
会もあり、13日夜は子供会、15日夜は青年会総会が開かれたが、その内容は記載されていなかった。
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᭶᭙᪥ ⅆ᭙᪥ Ỉ᭙᪥ ᮌ᭙᪥ 㔠᭙᪥ ᅵ᭙᪥
᫬㛫┠ ᐇ⩦ ⟬⾡ ᐇ⩦ ⟬⾡ Ṕྐ ⟬⾡
᫬㛫┠ ᐇ⩦ ⪷᭩◊✲ ᐇ⩦ ⟬⾡ Ṕྐ ␆⏘
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表９ 農学部 2年生の 7月の時間割案
24日午後８時からは、福島市に帰宅する練習生（第２回同校卒業生）の福194-立22）の送別会が
開催され、松本校長、江川先生、生徒代表などの送別の辞あり、22日に大牟田市より来院中の出身
者で救世軍士官の熱心な話に「感心」していた。その他に、３日には、友人から手紙が届き、兄に
写真を送ったら、14日に兄からハガキが届き、それを読んで自分の字が下手であることを反省して
いたため、兄との手紙での交流が再確認できた。26日には、６月15日にハガキで請求していた英語
研究所の見本が届き、英語の勉強に強い興味を持っていたことも理解できた。
このように、７月の晩食後は、入浴後夏の暑さが続くなかで学科の復習にも取り組み、日誌を書
き就寝することが多かったが、日曜学校準備会、子供会、青年会総会、送別会にも参加し、兄など
に手紙を書くという生活であったことが理解できた。このため、７月の㋓の「宿舎での生活内容」
が確認でき、特に、各種の会議等に自主的に参加し、兄等との手紙の交流や英語に強い興味を持っ
ていたことが理解できた。
（５）日曜日の生活
そして、７月の日曜日の日課は、ほぼ午前８時より日曜学校を担当し、同９時半に終了し、同10
時からは礼拝に参加し、同11時半に終っていた。ただし、13日は、朝から友人と高鍋町の洋服屋に
行き、洋服の完成を確認したが完成していなかったと記していたことから、日曜学校を休んだこと
になる。20日の同学校では、11日夜に読んだ旧約聖書のダビデとゴリアテの話を子どもたちに読み
聞かせていた。27日は、同校１年生と合併で直井先生や友人が「教訓ノ御話」をしていた。
そして、日曜日の午後は、６日に洗濯をして算術の勉強をし、13日は清国からの留学生宅23）で
写真を見て遊んだり、上田先生の指示で高橋先生宅に行ったりしていた。20日は、昼食後洗濯をし
て、江川先生宅に遊びに行き、夏目金之助の有名な小説『ぼっちゃん』を読み「小説ムジヤキデ悪
シキノ無イ実ニ美シイ文章」と記していた。27日は、25日に上田先生と生徒の４人で畳入れをした
静養館を掃除し、午後７時の晩食後同館に宿泊をしていた。このように日曜日の午後は、留学生や
先生宅を訪問して交流し、小説などの最新の知識や文化に関する情報に接する機会になっていたこ
とが理解できた。このため、先のような事実から、７月の㋔の「日曜日の生活」の具体的な内容が
理解でき、㋕の「在学生との協力関係」の一端も見えてきた。
５）８月の日誌の内容と教育実践からの影響
（１）授業と生活の全体像
８月の授業と生活の内容は、表10のようになり、１日から学科はなく午前、午後とも実習になり、
６日からは夏休みということで、生活日課が変化した。また、夏休みは、１週間交代で休むと発表
されたが、完全な休暇ではなく、同校の農場や担当家庭舎の農作業は実施していた。さらに、岡-
竹の場合は、６日から９日まで、午前中同学校の農作業、午後は家庭舎の農作業を行っていたため、
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夏休みは10日以降と理解できた。
（２）夏休み直前の実習と夏休み中の生活内容
① 実習や生活の内容
このため、１日から９日までは、朝は午前５時半頃起きて草刈りをし、午前中は同校の生徒５人
から10人と桑畑、馬鈴薯畑、甘藷畑の施肥や中耕および水田の草取りを行っていた。午後は家庭舎
の桑畑鋤きや施肥、麦の収穫、水田の除草を実施し、晩食後は入浴するなどして就寝していた。
その中で、４日午後に松本校長より、夏休みの心得として、借金の多い生徒は３日間で草18把を
刈る仕事が命じられ、岡-竹を含む多くの生徒がこれに該当し、生活費を賄うため夏休み中の仕事
として草刈りを奨励していたことが理解できた。そして、草刈りが、夏休み中の重要な仕事になっ
たが、その内容は次項でまとめる。その他１年生には、陰日向のないように仕事に取り組むように
との指示も加えていた。
５日午前には、夏休みを前に松本校長、津江先生、小野田先生の話しがあり、６日朝より調理を
女子１人に生徒１人で実施する変更も指示された。この変更は、翌７日午後９時からの同校生徒に
よる臨時総会で確認されたが、その内容までは理解できない。
９日は、雨天で午前中の実習が津江先生の藁細工の指導に変り、午後は家庭舎と友人達から依頼
され、高鍋町に行き、鞍、鋤先、時計などを購入し帰院し、晩食後は明日宮崎町に行く許可をもら
うため松本校長を訪れ、５円を借りていた。ここから岡-竹の夏休みが始まったようで、翌10日は、
宮崎町のクラーク先生宅で開催される日曜学校講習会に出席した。朝午前５時に起き、友人と妻駅
発同５時50分の汽車で宮崎町に行くと、クラーク先生宅にはすでに他の友人２人と直井先生がおり、
同会は同11時に終了した。その後同町内に出て買物をし、友人２人は午後５時半の汽車で帰院した
が、岡-竹は同宅に宿泊した。翌11日は、午前６時に起きて同７時の祈祷会に参加し、同８時から
の日曜学校講習会に出席した。その内容は、記載がなく、日誌に３行の空白だけが残っていた。
12日は、農業見習中に親交のあった下穂北村赤池の牛田宅で起き、朝食を食べ、午前９時過ぎに
元農業見習先の矢野儀八郎宅でお茶を飲みんだとあることから、11日の同講習会終了後、牛田宅に
行き泊ったとみる。これは、13日がお盆の入であり、それに近い11日と12日を利用して農業見習先
などを訪問したと理解できた。また、帰院後の晩食は、来院中の大庭理事夫人24）より京都館で饗
応を受け、その後同夫人より、大庭理事の願いは農業を学び茶臼原で農業を実施することであると
記していた。
13日以降は、日曜日以外は農作業に従事し、午前と午後とも農場学校の甘藷畑打ちや家庭舎の大
豆の収穫を実施し、雨天時は藁細工を行っていた。そして、夏休みの農作業や行事で特記すべきは、
19日から22日かけての草刈り作業と、23日から27日の家庭舎の養蚕の手伝であり、かつ、30日から
９月１日の海水浴の行事であった。この内容は別項で述へることにし、これ以外の出来事を簡単に
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記載すると次のようになる。22日の晩食後には、清国の上海孤児院からの留学生23）の送別会の件
で生徒が集り話し合い、その後臨時総会で別科１年生の２人の間に起った事件について上田先生が
座長となり討論が開かれた。その結果２人には、５日間静養館で１日２食とし、便所掃除をするこ
とを決定した。最後には、海水浴の日程も指示されたが、先の生徒の問題行動への対処は生徒全員
で討議し決定したことが確認でき、これは生徒による自主的、主体的な自治意識の涵養に結びつく
重要な内容と理解できた。
また、留学生の送別会は、同級生で準備することになり、28日午後岡-竹等が準備を担当し、同
７時に完成した。送別会では、食事の他善哉などを食べ、余興等の後に留学生から返礼の辞があり、
同11時頃終了していた。なお、この留学生は、９月11日午後３時半の妻駅発の汽車で東京に行き、
東京市牛込区神楽町の城西館に下宿する上海孤児院長の甥の許で同居し、清国人のための予備校に
入り高等学校に入学する予定であった23）。
このように、８月は、夏休みに入り、学科の授業はなかったが、農場学校の農作業と家庭舎の農
作業は継続され、かつ、草刈り、養蚕の手伝い、日曜学校準備会等や海水浴の行事も加わっていた
ことが確認できた。そして、これらの活動が８月の夏休みの㋑の「教育内容」であり、㋒の「家庭
舎への農業支援」の内容であり、㋓の「宿舎での生活」の内容であったことが理解できた。
② 草刈り作業
朝の草刈り作業は、５月８日から実施され、毎日２把程の草刈り、生徒の生活費の一部を賄う作
業であった。その作業が８月４日の松本校長の指示で、５日からは毎日６把に増加し、19日には午
前３時に起きて20把刈り、22日まで集中的に草刈りを実施していた。他の生徒も同様に行い、草刈
りが生活費を確保するための夏休み中の重要な作業になっていたことが確認できた。19日からの草
刈り作業の内容は、次のように記していた。つまり、19日は、午前３時に目が覚め、月明りの中で
桜門に草刈りに行き10把を刈っていた。友人２人来て草刈りをし、明け方までに20把を刈り、柳沢
家の馬で運搬していた。午前中と午後は同家の大豆を収穫し、午後７時に終了して晩食を食べ、そ
の後また草刈りに行き、草刈りが終ると上田先生宅で風呂をもらい静養館に泊っていた。翌20日は、
同館から早く起きて宿舎に帰り、また、桜門近くの大豆畑へ草刈りに行くと、友人２人が草５、６
把を刈っていた。岡-竹も計21把、友人２人も各10把を刈り、馬を借用して運んでいた。そして、
同８時からは、家庭舎の大豆を収穫し、午後は青年会費を調べ、静養館下の水路で友人等と水浴を
して遊び、同５時頃から再度桜門へ草刈りに行き６把を刈っていた。その後、友人３人が来て同６
時半までに20把を刈り帰っていた。晩食時には友人たちと草刈りや桑摘みで、夜も寝ることができ
ないとの話しになり、友人の１人は40把も刈ったとの話を聞き、「我モマケギライ」なので桜門に
草刈りに行ったと記していた。
すると、すでに友人２人が草刈りをしており、同10時頃まで草刈りをしたが、月が雲に隠れ暗く
なり草刈りを中止し、月が出るまで無名館に宿泊することにした。翌21日は、午前４時頃同館から
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起きて「遅クナッタト云ヒナガラ」草刈りをし、10把程刈ったころに東の空が白んできたので、馬
を借り40把を運搬して帰っていた。そして、朝柳沢家に馬を返したが、同家の農作業はせず宿舎に
帰って休み日誌を書き、12時の鐘が鳴り昼食を食べ、午後３時まで休み、その後家庭舎の畑打ちを
同7時まで行い、晩食後水浴し就寝していた。
22日は、午前５時に起き、柳沢家の横の草を11把刈り、馬で運び納品伝票を書き、同９時から桑
畑の畑打ちをした。午後からは病人が出たため、江並医院に馬で行き応診を依頼し、その後夜は臨
時総会があり午前３時半に就寝していた。このように、19日から23日朝までは、日中の家庭舎での
農作業などと並行して、他の友人達と共に晩食後から早朝まで月明を利用し、寝る間も惜しんで集
中的かつ強行軍の草刈りを実施していたことが確認できた。また、この草刈りは、生徒たちにとっ
て生活費を稼ぐ夏休みの行事の１つになっていたことが確認できた。このため、夏休み中の草刈り
は、㋓の「宿舎での生活」を賄う生活費を稼ぐ作業の1つであり、さらに、㋕の「生徒間の協力関
係の内容」も理解できた。なお、生活費に関係する記述を追加しておくと、前述した６月の日役賃
の他に、５月３日先生より小遣い８円50銭を受け取り生徒に配付したことや、７月16日柳沢主婦よ
り大工賃80銭を受け取ったことが確認できた。
③ 養蚕の手伝い
養蚕は、各家庭舎の自活のための重要な現金収入であり、８月は１日に黒木平太郎より秋蚕種31
枚が送付され、石井家３枚、第一高橋家３枚、朝山家４枚、柳沢家４枚、小野家５枚、佐藤家５枚、
石田家５枚が配分され、飼育が始まった25）。蚕の飼育は、桑の葉を与えて掃立ての時期から繭を
作る場所に入る上蔟まであり、この間昼夜を問わず桑葉を与える重労働で、26日からは各家庭舎の
蚕が上簇を始め、28日に完了していた25）。そんな中で、岡-竹は、柳沢家の養蚕を手伝い、18日は
午後桑摘みに行く予定であったが行かなくてよいと知らせが来たと記していた。また、23日は、午
後７時半頃から午前１時頃まで養蚕を手伝い、宿舎に帰り日誌を書かず就寝していた。このため、
翌24日は朝の草刈りを休み、午後５時頃柳沢家に行き同12時まで養蚕を手伝って帰っていた。25日
は午前６時に起きて同家の養蚕を手伝い、午後は桑摘みに行き、同12時過ぎまで残っていた。26日
は、養蚕によくない雨がやみ、午前７時に柳沢家に行き、昼食を同家で食べ、午後は少し時間があっ
たので同家の畑の草を刈り、午後７時に晩食を食べて同家に行くと上簇が半数終り、明日早く上簇
となるため同家に宿泊した。翌27日は、午前３時に起き蚕を養い、同５時に起き成育の悪い蚕を取
り除き、午前８時前に農場学校に登校し、出席を取り、江川先生から海水浴の話しがあり、その後
午前も午後も同家の蕎麦畑づくりを行っていた。
このように、柳沢家の養蚕に対しても、上簇直前の繁忙期には昼夜を問わず手伝っていたことが
確認でき、これも夏休み中のもう１つの行事になっていた。このため、先の内容が夏休みのもう１
つの㋒「家庭舎への農業支援」の内容であったことが確認できた。
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④ 海水浴の行事内容
海水浴は、茶臼原孤児院全体の夏休みの行事で、かつ岡-竹にとって最も印象に残った行事の１
つであったようで、その内容を詳細に記していた。このため、その全貇が確認できた。この行事の
準備は、15日夜に江川先生宅に集った青年会で、海水浴を都農町で行うことが発表され、松本校長
からは青年会員に「何事モ頼ム」との話しなどがあった時からであった。そして、25日夜の臨時総
会の最後に、海水浴を26日から実施し、本科１年生、同２年生、別科生の順で、各２泊３日で実施
するとの報告があった。しかし、27日の午前８時の実習前に、江川先生から海水浴の日程変更が報
告され、28日より農場学校農学部１年生他が、30日より同校同部2年生他が、９月１日より女子部
が出発することになったので「さんびかフンドーシ等」を忘れぬようにとの注意があったと記して
いた。この変更は、養蚕の上簇が終了する日との関係とみられ、28日第一陣の下村家、松尾家、第
二高橋家と農場学校農学部１年生が、都農町の福浦海岸に２泊３日の予定で出発していた。
そして、岡-竹等の同校同部２年生は、30日に出発することになり、前日の29日は午後７時に宿
舎に帰ると海水浴の小遣いとして１円が支給され、晩食後は明日の準備をした。
30日は、午前４時に起き朝食を食べ、同５時半に静養館前に集合し、第二陣の佐藤家、小野家、
第一高橋家、同校同部2年生が出発した。「皆楽シゲニ嬉ビ勇ミテ」大きい子どもを先頭に、小さい
子どもは岡-竹他が付き添い歩いて行ったが、足が疲れてゆっくり歩き、先頭は同8時に福浦海水浴
場に到着していた。しかし、岡-竹等は同９時に着き、第１陣の同校同部１年生等は帰る支度をし
ていた。その後、岡-竹等は昼食を取り海水浴をし、見渡す限りの太平洋をみて、「皆ナ共ニ」沖へ
沖へと「面白ク」泳いだと記していた。このため、岡-竹等同校同部２年生の多くは、水泳が得意
であったことが理解できた。
また、午後は、岡-竹他２人が炊事当番のため、地元漁師から豊漁だった魚を買い、煮付けにし、
夕食はまず31人の子どもたちに食べさせ、その後大人たちも食した。晩食後は、子どもたちが散歩
に行く一方で、大人たちは夕陽会を開いたが、岡-竹等は炊事当番のため参加できなかった。午後
５時頃子どもたちが帰って来ると、「湯ヲ飲マシテ下サイ」、「今晩ノ馳走ガ良カッタノデタクサン
飲ンダ」と晩食の感想も話してくれた。また、大人たちも帰って来て、全員天幕（テント）の中で
就寝し、岡-竹等も「波ノ音ヲ聞ナガラ」天幕の中で眠り、１日目は終了した。
２日目の31日は、テントより起きて朝の海辺の心地良さを感じていると、子どもたちも起き出し、
テントの前で礼拝を行った。丁度、東の海から太陽の出てくる日の出を見ながら「天ノメグミ」に
祈った。礼拝後は、全員で朝食を食べ、同８時より全員集り「西瓜取ノ競争」を実施した。
まず、小学生が赤と白に分れ、農場学校生が審判を務めて実施し、その後同様に農場学校生も行っ
た。昼食の時間となり食後午後３時頃まで休憩していると、沖から漁を終えた舟が帰ってきたので、
同４時頃その舟２艘を借りて沖に漕ぎ出した。始めは沖へどんどん漕ぎ出し「皆面白」かったが、
１時間もすると船酔いをする者が出て、２時間後には陸地が見えなくなり、ほぼ全員が船酔いで嘔
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吐をし、倒れる者も出たので、引き返した。午後５時頃に帰り着いた時には、全員顔が青ざめ、も
う「舟ニハ乗ラム」と話していた。子どもたちはすでに天幕の中で寝ていたので、晩食を食べ夜は
夕陽会を開いた。
この会には、都農町のクリスチャンの女性3人も参加し、小野田先生の説教があり、賛美歌の合
唱などを行い同９時に終了し、テントに帰り寝たと記していた。このように、２日目の海水浴は、
午前中に西瓜取り競争、午後は舟に乗り遊んだが船酔いなどを体験し、夜は前日に続いてキリスト
教の集合を実施していたが、午後は楽しくも苦い経験になっていたことが分った。
３日目の９月１日は、波の音で起き茶臼原のことを考え、子どもたちが集り礼拝を行った。この
礼拝の光景は、口で表現できない程自然で美しいと記していた。そして、この日は、最後の第三陣
の女子部が来るので、３人の友人と自転車店で自転車を借り、迎えに行った。すると国道と県道の
分れ道で、末藤事務員と家庭舎の子どもたちが歩いてくるところに出会い、さらに進むと、石井院
母や年少児が乗る馬車にも会い、楽しそうに岡-竹等の名前を呼んでいた。そして、この様子を確
認して引き返し、自転車店で2時間の借用料20銭を支払い、昼食を用意し、馬車で来た子どもたち
をテントまで案内した。その後、茶臼原へ帰る友人もいたが、岡-竹等は残り、子どもたちと海水
浴をし、漁船の帰るのを待ち、高価な鯛を50銭で買い持ち帰った。帰りは、午後４時頃になり、途
中川南村あたりから雨が降り出し、木城村の高城橋のあたりから大雨となり雨宿りをしていると30
分程で晴れて来た。その後、歌を歌いながら柏木坂までくると、軍馬補充部を見学するため先に出
発した友人達に会い、一緒に帰院した。帰ると友人から手紙が来ていたので京都館に取りに行き、
雑炊を食で、４里程歩いた疲れですぐに就寝したと記していた。
以上が、夏休みの最後の行事となった２泊３日の海水浴の内容で、岡-竹を含む農場学校生など
が体験した、具体的な活動内容が確認でき、この内容から㋔の「茶臼原孤児院の行事」の１つであ
る海水浴の詳しい実態と農場学校農学部生の役割や、㋕の岡-竹を含む「農場学校生の協力関係」
の一端が理解できた。
おわりに
本稿では、岡-竹が農場学校農学部２年生に進級した年の１学期（４月から８月まで）の岡-竹日
誌の内容を、７つの課題を設けて分析し、同校での教育と生活の実態（内容）を解明した。また、
この実態そのものが岡-竹への「日常的な影響」と認識し、まとめてきた。ただし、分析課題の㋖
本人の内面的成長については、㋐から㋕で解明した内容を踏まえてまとめる必要があるため、以下
において、㋐から㋕の内容を総括的に示しつつ、㋖の内容に迫っていくことにする。
まず、４月から８月までの㋐の「農場学校の教育と生活」は、毎朝午前６時頃起床して歯を磨き、
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食堂に行き朝食を食べ、同８時に登校して学科の授業を学び、水曜日だけは午前中から実習で、12
時に昼食を取り、午後１時からほぼ友人と２人で柳沢家の農作業を同家の子ども達を指導しながら
実施していた。農作業は同６時半か同７時頃に終了し、食堂で晩食を食べ入浴をし、その後は日曜
学校準備会などの各種会議に出席していた。各種会議がない時は、入浴後学科の復習などをし、日
誌を書いて就寝していた。ただ、６月は茶臼原孤児院全体で田植を実施ししたため、午前中から実
習となることが多かった。また、７月からは月曜日午前中も実習となる一方で、18日からは昼休み
が２時間および３時間に増え、８月は夏休みのため学科はなかったが、同校の農場と柳沢家の農作
業を引き続き実施していたことが確認できた
㋑の「同校の教育内容」は、午前中の学科では国語、作文、英語、算術、歴史、聖書研究、園芸、
畜産を学び、７月から地理、化学が加わり作文がなくなり、実習も月曜日と水曜日に増加し、午後
はほぼ柳沢家の農作業であった。このため、国語、作文、歴史などの授業を通して一般教養的な知
識を学び、聖書研究ではキリスト教についての理解を深め、算術、化学からは農業の基礎となる知
識を学習し、園芸、畜産からは新しい農業技術を学んだことが理解できた。また、岡-竹は、英語
に強い興味を持て、日誌中に友人の氏名をアルファベットのイニシャルで記していたが、これらか
ら、外国へのあこがれとも推測できた。さらに、岡-竹の１年生の学科の成績が確認でき、１番で
はなかったが上位の成績で、他の同級生の成績も判明し、同校の教育成果の指標が理解できた。
㋒の「家庭舎への農業支援」は、友人と２人で、柳沢家の子どもを指導しつつ、陸稲、稲作、大
豆、茄子、甘藷、南瓜、胡瓜、葱、里芋の栽培や養蚕に関する技術を体験的に習得し、藁細工や馬
屋造りを通して手工芸や建築関係の技術も学んでいたと理解できた。また、これらの農業支援は、
岡-竹の生活費や学用品費を賄う重要な収入源でもあり、朝の草刈り作業も生活費等を賄う仕事で、
８月中旬は昼夜と問わず草刈りを実施していたことが確認できた。また、担当家庭舎の柳沢主婦と
は、親子のような関係であり、同家の院児たちにとっては兄的な存在になっていたことが理解でき
た。
そして、㋓の「宿舎の生活」は、２人の友人と３人で共同生活をし、晩食後は、娯楽会、日曜学
校準備会、青年会、生徒集会、送別会、木曜会、炊事会などの諸会議や、花の祭と田植慰労会の準
備などがあり、岡-竹はこれらの会議等に参加し、自主性、主体性に基づく自治精神を学び、これ
が農場学校の校風（文化）と理解できた。また、松本校長等が、生徒間で生じた暴力などの問題に
ついての生徒指導が度々実施されたことを記していたため、ここから、集団生活の中での規律と相
互協力の重要性を学んでいたことも理解できた。
㋔の「日曜日の生活」は、午前８時よりの日曜学校で子どもたちへキリスト教等の教育的活動を
実施し、同10時よりは礼拝に参加していたため、教育的活動を通してキリスト教への理解などが体
験的に深まったとみることができた。また、午後は、先生宅を訪問し社会的な知識を学んだり、友
人たちと遊んだりし、献労作業にも参加し、日曜学校を休んで午前中から高鍋町などへ買い物に行
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き、元の農業見習先を訪問することもあった。また、「茶臼原孤児院の行事」への参加は、５月４
日の花の祭や８月28日から９月3日にかけて実施された都農町の福浦海水浴場での海水浴があった
が、この行事については詳細な内容を記していた。このため、岡-竹などの同校生が中心的な役割
を果たして行事が実施され、生徒同士の自主的、主体的な行動力と相互協力が理解でき、かつ、彼
ら自身も楽しむ体験になっていたことが理解できた。
さらに、㋕の「在学生の協力関係」は、すでに述べてきたように、同校での教育と生活全体が集
団生活であったため、生徒間の協力関係が重要で、青年会などの諸会議や行事での役割分担を通し
て自主的、主体的な自治精神を学び、病気になった場合は相互協力が理解できた。一方、「卒業生
の殖民との協力関係」では、農場学校生全員が柳井迫殖民地の田植の手伝いに行くという、農業支
援が理解できた。
そして、先の㋐から㋕の内容から見えてきた、岡-竹自身の㋖「内面的成長への影響」をまとめ
ると、日々規則正しい生活をし、学科や実習を通して一般教養や農業技術を学び、稲作などの栽培
技術を体験的に習得し、殖民への移行準備が整うまでに成長しつつあったと理解できた。また、晩
食後の生活や諸会議および日曜学校などの大小の行事を通して、キリスト教の教えや集団生活の中
での規律と自主的、主体的な行動力や相互協力の自治的精神を学び、これらの内面的成長が推定で
きた。
なお、先のような自治精神は、石井院長が目指した茶臼原農村を「基督教的農村」にする根本的
精神に近いと筆者は理解でき、農場学校の松本校長等の教育と感化により、その精神が生徒に浸透
していたことが想定できる具体的な事例と判断できた。
註
１）拙筆「岡山孤児院の茶臼原農場学校での5年目の教育実践の成果（１）−ある農場学校生の１
月から３月の日誌分析を通して−」『東日本国際大学研究紀要』第22巻第１号、2017年３月、201
頁から238頁。
２）１）の203頁から205頁に記したが、不十分な点があり、今回加筆修正した。
３）拙筆「岡山孤児院の茶臼原農場学校での５年目の教育実践の内容と組織改編」『東北社会福祉
史研究』第35号、2017年３月、14頁から62頁。他多数。
４）以下この項の事実関係は、拙筆「大正期の岡山孤児院の運営体制と大庭理事時代（１）」『東北
社会福祉史研究』第20号（2002年６月）、56頁から62頁と68頁、69頁の引用と要約である。
５）以下この項の事実関係は、４）の62頁から69頁の引用と要約である。なお、４）の表17に家畜
係の斎藤新蔵等を記載しないミスがあり、その後の表17を引用した論文も誤記を訂正しなかった
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が、今回修正した。
６）以下この項の事実関係は、１）の211頁、212頁からの引用である。
７）茶臼原孤児院『大正八年度日誌』の記載の中にも、農場学校生の本籍地役場への戸籍謄本の請
求が確認できた。特に、徴兵検査の年齢に該当する同校生他の場合は、必ず本籍地役場へ戸籍謄
本を請求しており、同校生自身が本人の家族関係の現状を把握することができた。
８）同『大正八年度日誌』の４月24日。
９）１）の29頁、30頁。
10）例えば、1919年４月の『朝日新聞』には、「講和問題」と題して毎日ヴェルサイユ条約の締結
に向けての講和会議の動向が報道されていた。ただし、農場学校などで新聞を購読しいたかどう
かは確認してない。茶臼原孤児院『徴兵検査成績調』。
11）８）の４月28日。
12）３）の「岡山孤児院の茶臼原農場学校での５年目の教育実践の内容と組織改編」の24頁から26
頁。1919年の農場学校の予算には、生徒補助費が930円計上されていた。
13）８）の５月４日。３）の「岡山孤児院の茶臼原農場学校での５年目の教育実践の内容と組織改
編」の32頁から35頁。
14）例えば、『朝日新聞』の1919年５月２日の「山東問題経緯人種問題と英国」（２頁）、３日の「日
本の主張徹る山東問題決定」などの記事が、関係していたとみる。
15）８）の５月14日。なお、広-石は、農場学校を卒業した後も在院していたが、同校助手見習等
にはならず（拙筆「岡山孤児院の茶臼原農場学校での４年目の教育実践の内容とその実績」『東
北社会福祉史研究』第34号、2016年3月、10頁から13頁）、本年（1919年）５月14日に大阪市へ出
発したことが確認できた。このため、３）の「岡山孤児院の茶臼原農場学校での５年目の教育実
践の内容と組織改編」の33頁の表12に広-石を加筆する必要がある。
16）８）の５月28日。３）の「岡山孤児院の茶臼原農場学校での５年目の教育実践の内容と組織改
編」の33頁の表12と35頁。
17）山口昇他監修『新クリスチャン生活百科』、いのちのことば社、2007年５月、203頁、653頁。
18）８）の６月７日。
19）８）の７月１日。
20）８）の６月２日。岩村真鉄は、石井十次の義理の兄で、石井の岡山孤児院の活動を支え、1908
（明治41）年11月26日からは茶臼原孤児院の職員となり、1917年４月に退職した（柴田善守著『石
井十次の生涯と思想』、春秋社、1978年10月、336頁、337頁、他）。
21）８）の６月23日。
22）８）の７月24日。３）の「岡山孤児院の茶臼原農場学校での5年目の教育実践の内容と組織改編」
の33頁から35頁。
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23）『大正七年八月九日支那上海孤児院生徒委托願』。８）の９月11日。
24）８）の８月２日で、同日午後５時に石井院母が同伴し、大庭理事夫人とその姉弟などが来院し
た。
25）８）の８月１日、８月28日。
＜付 記＞
本稿は、科研費研究基盤研究（Ｃ）「岡山孤児院の２つの災害での貧孤児収容と同院での個別支
援の歴史的役割の総的研究」（15K03962）の成果の一部である。
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